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１．研究計画の概要     
（1） 市場原理がもたらされたことで中国
農村は豊かになったと言われるが、依然とし
て農村ではフォーマルな法治ではなくイン
フォーマルな人治が制度として機能してい
る。21 世紀の中国農村がチャイナ・リスクと
ならないためには、完備された法治への移行
が必要であるが、その実態を踏まえたうえで、
効率的な農村制度をデザインする。 
 
（2）関連法規の運用に関する現地調査を行
う。特に契約法、農村土地承包法、合作社法
に関連して、法のもとで農地市場がいかに進
展しているか、合作社としての農地流動化が
いかに進展しているか、合作社による農産物
販売がいかに進展しているか、を臨地調査に
よって明らかにする。 
 
（3）対面調査によって農家の法と経済に関
する意向を聞き出し、ミクロデータ分析とし
て数量分析を行い、実態調査と計量分析によ
って制度デザインを考案する。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）2009 年には、湖南省農村において予備
調査を行った。2010 年には湖南省農村におい
て農家の対面調査を行い、120 戸に関する法
と経済に関連したミクロデータを取得した。
2011 年には、山東省、湖南省において合作社
による農地流動化と合作社による販売の実
態調査を行った。2012 年には湖南省、山東省
にて補足調査を行う。 
 
（2）ミクロデータをもとに主にロジット分
析により農家の意向を分析している。法意識
は強まりつつも、依然として人治による土地

市場の運営がなされていることが確認され
た。 
 
（3）中国農村部では、合作社法が制定され
てから合作社が乱立されてしまい、その形
態は混乱している。実態調査において、人
的関係を紐帯に結合した、中国独自の協同
組合と法人経営のハイブリッド型組織が形
成されつつあることが明らかになった。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している 
 進捗状況で説明したように、当初計画して
いた農家のミクロデータの作成、実態調査が
湖南省、山東省で行われ、多くの新知見を獲
得することができている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 おおむね計画通りに進展しているので、計
画に変更はない。2012 年度には、これまでの
調査、分析で依然として不明な点を補足する
ために、さらに湖南省、山東省で農村調査行
い、新制度経済学に基づいた農村制度をデザ
インしていくことに努め、これを学会ならび
に雑誌論文にて発表する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
その業績が認められ、雑誌論文③に対し、
2010 年度日本農業経済学会学会誌賞を授与
されている。 


